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概要
　フランスの高等学校の教科「生命と地球の科学」（SVT）の内容に着目し，学習指導要領から 3 か年の特徴
を描き出し，特に必修となる高校 1 年で扱われている内容について，教科書での扱いも踏まえて特徴を描き，
示唆を引き出した。
　特徴として， 3 か年を貫いて中学校と同様の 3 つの大単元から構成されているものの，「人体と健康」を除
く他の 2 単元は，中学校のように生物と地球科学の内容で大単元が分かれておらず，現代的な課題を捉える視
点から両者が統合され混在配置となっていた。必修の高校 1 年では，扱い割合が少ないながらも地球科学の内
容が取り上げられ，生命科学と地球科学の視点から土壌を捉え，農業を扱っていた。さらに，保健に相当する
教科・科目が存在しないため，性教育，微生物，感染症などの内容が科学的な記述で取り扱われていた。
　SVT という教科が生命科学と地球科学を包括しており，その扱い割合を変えることで，日本では選択制に
より扱われなくなる内容も対応できていた。さらには領域をまたがる現代的な課題への対応ができていたこと
も，科学的な基礎的な記述を担う教科理科の科目の括り方のありようの示唆とした。
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１ ．はじめに

　フランスではいわゆる理科 2 分野に相当する内容は，生
命と地球の科学 Sciences de la Vie et de la Terre（以下，
SVT）という教 科 名で 扱 われ ており（※ 1 ），中 学 校
collège でも高等学校 lycée でもこの名称が用いられている。
　中学校段階については，角島（2019）⑴によって教科書
分析が行われた。そこでは，教科書での量的（頁数）な扱
いが，生命科学分野で 7 割，地球科学分野で 3 割とされ，
生命科学分野の中でもいわゆる「生物」と「人体と健康」
という 2 つの大単元から構成されていることが報告され

た。続いて，角島（2020）⑵によって，大単元「人体と健
康」がフォーカスされ，「日本の理科と比べて広範囲な内
容を扱い，人間がヒトの扱いに留まる「生物 Biologie」で
はなく「生命の科学 Sciences de la vie」の名にふさわし
い」内容が扱われていることが指摘された。
　本報告では，角島（2019），角島（2020）の中学校 SVT
の報告を前提に，高等学校の 3 年間における SVT が扱う
内容の特徴を現行の学習指導要領 programme から概観
し，内容面からの全体的な特徴を抑える。その上で，特に
必修となっている高校 1 年（Seconde 第 2 級とも訳され
る）の特徴的な内容にフォーカスを置き，同指導要領に

�
	 ＊ 初等中等教育研究センター，ICT センター，広島工業大学生命学部食品生命科学科



角島　誠

―　　―8

沿った 7 冊の教科書（※ 2 ）における扱いも踏まえなが
ら，示唆につながるものを引き出していく。

2 ．高等学校におけるSVTの内容面からの概観と特徴

a. 概観
表 1　現行カリキュラム表（※ 3 ）

表 2　高校 1 年　必修　大中小単元と基本的な概念⑶

　表 1 に示すように，SVT の履修は高校 1 年で必修週1.5
時間，高校 2 年（Première 第 1 級とも訳される）からは
専門の教育という名目で表 1 の選択教科（それぞれ週 4 時
間）から 3 教科（合計12時間）を選択しなければならな
い。高校 3 年（Terminale 最終級とも訳される）ではその
3 教科の内から 2 教科を選択する。高校 3 年で選んだ 2 教
科はバカロレア試験の対象教科となる。
　SVTの学習指導要領における指導内容に関する書式は，
高校 1 年と高校 2 年では，小単元ごとに，知識 connais-
sances，基本的な概念 notions fondamentales，目標 ob-
jectifs，能力 capacités，詳細 précisions の順番で記述さ
れ，高校 3 年では，能力のところが能力・態度 capacités, 
attitudes，となっており，最後に，関連 liens として，他
学年の SVT や物理・化学や科学の教育 ES での内容と関
連することが記述されている。
　表 2 ～ 4 では，大中小単元名と小単元に付されて記述さ
れている基本的な概念を掲載している。単元によっては基
本的な概念が特に示されていないものもある。青で示して
いる内容が地球科学に相当するものである。

表 3　高校 2 年　選択　大中小単元と基本的な概念⑷
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表 4　高校 3 年　選択　大中小単元と基本的な概念⑸

b. 特徴
・大単元の括り　
　中学校第 4 学習期（日本の中学 1 年～ 3 年に相当）の
SVT の学習指導要領上の大単元の構成は，「生物と進化」
「人体と健康」の生命科学の 2 単元，地球科学の「地球，
環境と人間の作用」の 1 単元となっていたが，高校では 3 年
間を通して，「地球，生命，そして生物の組織化」「現代の
地球規模の問題」「人体と健康」という括りで貫かれている。
　大雑把にはそれぞれ：
1 ．「生物と進化」→「地球，生命，そして生物の組織化」
2 ．「地球，環境と人間の作用」→「現代の地球規模の問題」
3 ．「人体と健康」→「人体と健康」
と対応しているように映る。ただ， 1 ．と 2 ．について，中
学校ではそれぞれ生物，地球科学として内容を括っていた
のに対し，高等学校では青色の地球科学の内容配置のよう
に生物と地球科学の内容が混在配置となっている。
　また，高校 1 年の大単元「現代の地球規模の問題」では，

「農業システムと持続可能な開発」を中単元として設け，農
業という切り口から生物と地球科学の内容を扱っている。
　高等学校の SVT 学習指導要領の目的には，それぞれの
大単元について：
・地球，生命，そして生物の組織化：

「地球 Terre と生物界 monde vivant の観察に基づく厳
密な調査・分析手法を用いて，それらの状態，機能，歴
史に関する首尾一貫した説明を構築する。」

・現代の地球規模の問題：
「生徒たちは，環境，持続可能な開発，資源とリスク管
理など，21世紀の人類が直面する主要な問題について理
解を深める。そのために，生物学 biologie と地球科学
géosciences の科学的アプローチを活用する。」

と示されているが，こういった括り方ができるのは，「生
物」「地学」で別科目としてわけてなく，両者が合わさっ
た教科として SVT があることから，両者をまたがる今日
的な課題の視点から柔軟に構成できているといえる。
・地学という視点から
　日本の地学基礎，地学で扱われている内容と SVT で扱
う内容を 3 年間で通してみると，SVT では日本の地学基
礎の中単元「宇宙，太陽系と地球の誕生」，地学の大単元
「宇宙の構造」の内容であるいわゆる宇宙・天文に関する
内容は全く扱われていない。しかし，それ以外の地球構造
や地質，地震，気象と海洋などについては，内容の扱いの
程度の差や括り方は別として， 3 年間を通しておおよそ扱
われている。
　また，角島（2021）⑹が報告した高校 2 年， 3 年で必修
となる「科学の教育 ES」において，
高校 2 年では

2- 太陽，私たちのエネルギー源
 2.1 日射
 2.2 地上放射バランス
 2.3 太陽エネルギーの生物学的変換：光合成
 2.4 人体の熱収支

3- 地球，特異な星
 3.1 地球の形
 3.2 地球時代の歴史
 3.3 宇宙の地球

高校 3 年では
1- 科学，気候，社会

 1.1 地球の大気と生命
 1.2 気候システムの複雑さ
 1.3 未来の気候
 1.4 エネルギー，開発の選択および将来の気候

といった内容が扱われており，掘り下げの程度は別として
教育課程全体とすれば日本の「地学基礎」「地学」で扱う
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かなりの内容が 3 年間でカバーされているといえる。
　SVT は，理系分野の選択教科となる高校 2 年， 3 年に
おいても生命科学分野に比べて地球科学分野の割合は少な
いが，SVT という括りでいわゆる「地学」の内容を学習
し，高校 3 年で選択をすればバカロレア試験の対象となる。
　日本の新課程における履修状況は本報告執筆中では定か
ではないが，旧課程における開設状況⑺，日本の新課程に
おいて「地学基礎」の教科書は 5 社が扱うものの，「地学」
については 1 社にとどまっている事実⑻からも履修者見込
みがない市場として判断されていることが窺える。
　地球科学に関する知識を有した理系人材の裾野という視
点からすると，SVT の履修によって生物・生命科学に関す
る裾野と見かけ上同数の人数が確保されることになる。こ
ういった視点からも，科目で「生物」「地学」と分けて選択
制とするのではなく，SVT が高等学校段階で理科 2 分野の
拡大版のような器として存していることが強みと映る。
・高校 1年におけるSVTの内容への着目
　必修となる高校 1 年で配置された内容については，その
後に続く学びの系統性という観点もあるが，市民教育
formation civique の啓蒙的な意味合いから，必修の知識
として設定されている優先性を窺うことができる。
　大単元「地球，生命，そして生物の組織化」はいわゆる
生物，「現代の地球規模の問題」の中単元「地球科学と景
観のダイナミクス」もいわゆるオーソドックスな地学の内
容である。これに対し，大単元「現代の地球規模の問題」
に設置された中単元「農業システムと持続可能な開発」
と，大単元「人体と健康」で扱われている内容は，日本に
はない独特の内容であると指摘できる。
　以下，高校 1 年の教科書の分析を踏まえながら，これら
特徴的な内容に関する言及を行っていく。

3 ．高校 1年 SVT教科書の内容の扱い　量的分析

　この度は2019年の学習指導要領に対応した表 ５ に示す 7
社の教科書（※ 2 ）を分析対象とした。
　角島（2019）が中学校事例で指摘しているように，フラ
ンスに教科書の検定制度はなく，表 5 が示しているように
価格や頁数にばらつきがある。ただ，ばらつきの程度を示
す変動係数をみると，頁のばらつき0.074に対して価格の
ばらつきが0.049と小さく，価格設定は市場を睨んで似通っ
た価格設定となっていると推測される。
　この度の分析では紙版を使用しているが，電子版は， 1
年契約で各社平均 8 ユーロであった。生徒個人が購入では
なく学校がまとまって購入するため，最低契約数20から電
子版対応とか，半年契約料金とか 5 年契約，紙版を使って
いる場合の割引など各社によって対応は様々で，表 5 では
1 年契約料金について扱っている。

表 5　分析に用いた 7 つの教科書

・編集の基本的な形
　 7 社の教科書いずれにおいても，角島（2019）が報告し
た以下のような中学校の教科書の編集の形式がそのまま高
校 1 年の教科書でも踏襲されていることを確認した。
・小単元下の各テーマは見開き 2 頁で完結している。
・�連続した文章の間に図や表があるのではなく，両面頁に

わたって平均的に ５ つ前後の図，写真，表，グラフ，実
験，記事的コラム等が配置されている。

・�各テーマを束ねた小単元後にまとめ頁，その後に演習問
題頁やその他を配置し，この形を小単元ごとに繰り返し
ている。
・量的分析
　 7 社の教科書（紙版）について，各内容を扱っている頁
数を比較したものを表 6 に示した。大単元「地球，生命，そ
して生物の組織化」「人体と健康」を合算したものを生命科
学としている。大単元「現代の地球規模の問題」について
は，いわゆる地球科学分野の内容と，農業で括られた内容と
で分けている。表中，内容総頁数とは全体頁から目次や巻
末の資料等を除いた単元内容を扱った頁数を表している。

表 6　単元別頁割合

読み取り
・�高校 1 年については，大単元「地球，生命，そして生物

の組織化」の内容は生物の内容であり，大単元「人体と
健康」と合わせると生命科学の扱いが，平均で69.7％と
約 7 割，直接に地球科学の内容は14.4％の扱いであり，
農業で括られた内容が15.4％である。

・�ただ，Bo 社は「人体と健康」扱いが26.6％と最低で，
「地球，生命，そして生物の組織化」が46.0％と最高の
振れ幅，Ma 社のように，地球科学，農業で括られた内
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容の扱いが最低で，生命科学に78.6％を割いているなど
教科書会社による各単元の扱い幅は様々である。

・�扱いのばらつきの指標となる変動係数をみると，「人体
と健康」の扱いのばらつきが一番小さく，農業で括られ
た内容のばらつきが一番大きい。

4 ．高校 1年 SVTの特徴的な内容について

a. 地学内容
　表 ７ に学習指導要領において小単元ごとに示されている
「知識」について示した。

表 ７　中単元　「地球科学と景観のダイナミクス」　知識

　石の組成や風化など，農業につながる土壌という観点か
ら，そして高校 2 年，高校 3 年につながる系統的な学びの
土台として地球の表層である景観を扱っていると捉えるこ
とができる。また，「侵食と人間活動」としてリスクとリ
スク対策を必修の高校 1 年の内容として扱っていること
に，市民教育 formation civique としての啓蒙的な意味合
いの重要度を読み取ることができる。

表 8　地球科学分野　取扱いの違い

　教科書による取り扱い量の幅が最大18頁分ある。両極端
となる44頁で15.9％の LLS 社と26頁で11.1％の Ma 社の両
者の該当内容の小単元の構成を表 8 に示した。各テーマ見
開き 2 頁で LLS 社が学習指導要領通りの ３ つの小単元で
9 テーマ，Ma 社が 6 テーマを １ つの小単元にコンパクト

にまとめた体裁となっている。いずれも学習指導要領で示
された「基本的な概念」や「知識」等はカバーしている
が，問題演習や資料等の頁で差が拡大している。
b. 農業システムと持続可能な開発
　表 9 に学習指導要領において小単元ごとに示されている
「知識」について示した。

表 9　中単元　「農業システムと持続可能な開発」　知識

　「現代の地球規模の問題」という大単元の中に，具体的
な生産活動へのつながりがある農業を扱っていることがユ
ニークであると言える。EU 最大の農業国であるフランス
の国情も，農業の取り扱いに影響を与えていると思われる。
　特に，農業において土壌が本質的であること，土壌の成
り立ちを地質的な側面と微生物学的な側面の両方から捉え
るアプローチは，科目を「生物」と「地学」と分けるので
はなく，両者を統合した教科としての SVT の存在によっ
て可能になっている。

図 1　Hac 社　地球を中心に据えた学習内容の図（※ 2 ）

　Hac 社では，高校 1 年（緑）から高校 2 年（青）の地球
に関する学習内容について，地球を中心とした図を示して
いる。そして，高校 1 年では，明確に土壌 sol を起点に，
地球科学の侵食と堆積，そして植物の耕作，動物の飼育に
関わる独自の中単元の農業システムにつなげている。
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　学習指導要領の表記の順番は，「地球科学と景観のダイ
ナミクス」の次に「農業システムと持続可能な開発」と
なっており， 7 社中 6 社がこの流れに沿って教科書の章立
てをしているが，LLS 社のみが逆の順番となっている。
　さて，教科書分析にあったように，扱い頁のばらつきが
一番大きいのがこの中単元であった。取り扱いの差が両極
端となる51.5頁で19.4％の Be 社と22頁で9.4％の Ma 社の
両者の該当内容の小単元とテーマの構成を表10に示した。

表10　「農業システムと持続可能な開発」取扱いの違い

c. 人体と健康～ヒトの生殖とセクシュアリティ
　表11に学習指導要領において小単元ごとに示されている
「知識」について示した。

表11　中単元「ヒトの生殖とセクシュアリティ」知識

　角島（2020）が中学校の SVT における「人体と健康」の
扱いで指摘したように，フランスでは日本の保健や家庭科
に相当する教科が教育課程の中にない。そのため，性教育
や健康教育を系統だった知識として教育課程上の教科とし
て担える教科がSVTであることは高等学校でも同様である。
　特に性教育に該当するこの中単元の内容は，選択教科と
なる高校 2 年以後の SVT では扱われず，必修である高校
1 年に配置されていることから，市民教育としての啓蒙的
な意味合いの大きさをくみ取ることができる。

　中学校の SVT 学習指導要領に示されている大単元「人
体と健康」の性に関する分野の「知識とコンピテンス」⑼

は，下記枠内のようであるが，高等学校では，同様の内容
をスパイラル的により深く扱っているといえる。

　深く扱うわかりやすい事例として性器の図を例に挙げる
と， 7 冊中 6 冊の中学校の教科書では陰核について陰核亀
頭部のみが示されている。しかし，高等学校では，未分化
の生殖腺からの性分化に関する内容が盛り込まれており，
7 冊中 5 冊が陰茎亀頭，陰核亀頭など初期の外性器が形成
されていく過程の写真や図を扱っている。さらに， 7 冊中
6 冊は膣を両側からはさむように伸びる陰核海綿体の陰核
脚も含めた全体の立体図を用い，その内 2 冊は陰部神経に
ついても扱っている。これに対し，日本の高等学校の保健
の教科書（※ 4 ）では，いずれも生殖器官の正中断面図が
用いられている。第一学習社の教科書では陰核の名称の指
摘のみであり，大修館書店の 2 冊は陰核の指摘すらない。
　そもそも，ヒトの性の成り立ちや快感を得るメカニズムな
ど，そういった機序を踏まえた上で起こりうる行動の必然
性が説明されるものであるが，この違いはどうであろうか。
　さて，教科書においては，表 6 や表12からこの中単元の
頁数のばらつきが一番小さいことも特徴である。

表12　人体と健康　中単元の扱いの各社のばらつき

　表13において，学習指導要領で示された ３ つの小単元
（表中では基本的な概念を示している）が各社においてど
のように構成されているかを示した。学習指導要領で示さ
れた小単元内容が，各社が設定した小単元名下でどのよう
に配置されているか，それぞれ黒，赤，青で色分けしてい
る。各社右横のカッコ内の数字はテーマ数を表している。
　いずれの社も小単元内の各テーマは見開きの 2 頁構成で
ある。
　学習指導要領と同様に 3 単元として構成しているのは，
頁数も最大の LLS 社のみで，他社はいずれも 2 単元にま
とめている。「脳，快感，セクシュアリティ」を他の 2 つ
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の小単元とどう絡ませるかと映る。特に，Bo 社や Hac 社
は「自分のセクシュアリティを生きる」という見開き 2 頁
の一テーマに「脳，快感，セクシュアリティ」の内容を入
れているなど，極端に扱い量が少ない。脳，快感について
は他の 2 単元の内容と同様に，純粋に科学的にその仕組み
の説明が可能である。

表13　各社の小単元の構成

表14　多様な性につながる写真や挿絵の一覧

　中学校においても学習指導要領にてセクシュアリティ
sexualité との文言は出てくるものの，角島（2019）が用
いた 7 冊の教科書を確認したところ，高等学校で扱うよう
な多様な性につながる内容は確認されなかった。中学校で
は扱われていない性の多様性や性役割等について，高校 1
年の各社で扱われている写真や挿絵について表14にまとめ
ておく。
　松尾（2023）⑽によると，日本では，性の多様性の記載
のある教科書は，高等学校では「家庭」「保健」「公共」
「政治・経済」であり，複数の教科科目でとりあげられ，
「性の多様性に関わる基本的な語句，人権の保障と尊重，
生き方や家族，生涯を通じる健康（性意識や性行動）等の
内容」を学べると報告されている。ただし，そこに理科の
科目はない。
　セクシュアリティについては，脳，快感の機序とも絡ま
せながら，かつ性に関する様々な概念も含まれることか
ら，その扱いについては各社幅がある。以下，その幅の程
度を，セクシュアリティについてのまとめをどのように図
式化しているかという事例として図 2 ～図 5 として示す。

図 2　Ha 社　セクシュアリティの次元（※ 2 ）

　Ha 社は，図 ２ のように，まとめの頁の中で「セクシュ
アリティの次元」と題して ３ つの要因で表現している。図
は割愛するが，Ma 社も同じ 3 つの要因で色分けし，それ
ぞれその要因の内訳を，生物学要因（ホルモン，報償系），
社会的要因（文化的コンテクスト，性役割とステレオタイ
プ），心理的 - 感情的要因（性的アイデンティティ，性的
志向，情動）として示している。

図 3　Ha 社　ヒトのセクシュアリティの次元（※ 2 ）

　Ha 社はテーマ「セクシュアリティ，性的アイデンティ
ティと性的志向」において，ヒトのセクシュアリティの次
元として，要因のみではなく「自分のセクシュアリティを



角島　誠

―　　―14

生きる」も加えて，図 3 を用いて，表14に示してあるよう
な写真事例を扱っている。

図 4　Na 社　セクシュアリティまとめマインドマップ（※ 2 ）

　Na 社は，まとめの頁にて，「自分のセクシュアリティを
生きる」を中心に既習内容を図 ４ のようにマインドマップ
でまとめている。

図 5　Hac 社　個人における性形成段階と要因（※ 2 ）

　Hac 社は，自社の小単元「遺伝的な性から有性の大人
へ」全体を，受精からセクシュアリティまでを通してまと
め頁にて図 5 のようにまとめている。
d. 人体と健康～微生物と健康
　表15に学習指導要領において小単元ごとに示されている
「知識」について示した。
　公衆衛生や体調管理につながる内容を必修の高校 1 年の
内 容 と し て 扱 っ て い る こ と に， 市 民 教 育 formation 
civique の啓蒙的な意味合いの重要度を読み取ることがで
きる。
　表16において，学習指導要領で示された 2 つの小単元
（表中では基本的な概念を示している）が各社においてど
のように構成されているかを示した。学習指導要領で示さ
れた小単元内容が，各社が設定した小単元名下でどのよう
に配置されているかを，それぞれ黒，赤で色分けしている。
各社右横のカッコ内の数字はテーマ数を表している。いず
れの社も小単元内の各テーマは見開きの 2 頁構成である。

　表16にもあるように扱い量が少ない Bo 社のみ一単元の
括りとしているものの，概ね学習指導要領の構成に沿って
おり，セクシュアリティの扱いのような幅はない。

表15　中単元「微生物と健康」知識

表16　各社の小単元の構成

　2019年に日本学術会議が「我が国における微生物・病原
体に関するリテラシー教育」と題した提言を発表した⑾。
　同提言は，「ヒトと微生物は地球上の様々な環境中で共
生しており，かつ微生物は地球環境保全・維持やヒトの食
生活に不可欠な要素であり，新規の産業イノベーションの
創出にも極めて有用である。さらにヒトの細菌叢が人間の
生存と健康に重要な機能を担う存在であることなど，微生
物と人間の有意義で共生的・建設的なかかわりあいが明ら
かになってきた。一方で，微生物の中の病原体はしばしば
人類を恐怖に陥れ社会不安を引き起こす感染症の流行を繰
り返してきた。近年，交通手段の進歩と世界経済のグロー
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バル化の影響を受け，地球上の一地域の感染症が直ちに世
界流行を引き起こす可能性が憂慮される。」を作成の背景
とし，2008年の学習指導要領を対象に，現状および問題点
を以下のように記述している。（文中下線は筆者による）
　「中学校では微生物は「理科」教育の中では生態系にお
ける動植物との関連において触れられているのみである
が，「保健体育」の中の「健康な生活と疾病の予防」の項
目で，病原微生物と感染症が取り上げられている。高等学
校保健体育は体育７-８単位，保健 ２ 単位の教育を実施する
ように定められている。しかし，中学高校を通して「保
健」教育は従来から「体育」に比べて軽視されがちで，学
習指導要領どおりに行っていない学校もある。本来微生物
の基礎的な記述があってこそ感染症への適切な予防及び対
処，そして感染症対応策への理解が期待される。しかし，
現状ではその視点が欠落している。イ高校の生物学教育に
おいても，「生物基礎」及び「生物」教科書における微生
物関係の記述は極めて少ない。ロ」
　新型コロナ流行前の2019年にまとめられたこの内容が，
2018年の新学習指導要領に生かされた状況にはなく，下線
ロについても同様である⑿。
　フランスでは下線イの懸念をカバーする内容が十全に扱
われている。
　これは，角島（2020）が中学校の SVT に関して「日本
では分解者の扱い程度にとどまっている微生物について，
予防接種とその課題を原理的な視点から説明可能なところ
まで扱っている広さと深さを保健体育で扱うには限界があ
り，保健という教科がないフランスの SVT だからこそ中
学校で扱えているともいえる。人間がヒトの扱いだけで終
わってしまう「生物 Biologie」ではなく「生命の科学
Sciences de la vie」の名にふさわしい守備範囲といえる。」
と指摘したことが高等学校でも同様であるといえ，大単元
名「人体と健康」のとおり，対象をヒト，人間と特定した
医学，健康科学，公衆衛生の視点から構成されていること
による。
　日本ではヒトの健康に関する教育を保健が担い，いわゆ
る理科の生物は生物学を扱うかの役割分担があるようで，
そのことがきちんと運用展開されればメリットとなる部分
もあろう。ただ，日本学術会議が指摘しているような現状
にあっては，SVT のような括りは一つの示唆となろう。

５ ．考察

　以上，SVT という独特な教科の括りによって可能となっ
ている内容や事例をみてきた。無論，日本の保健や家庭科
のような教科・科目が存在しないことも影響しているが，
そのことだけで理科でこそ扱うべき科学的な基礎的な記述
を伴う内容の扱い区分の議論を終わらせて良いのだろう

か。
　必修としてどうしても落とし込まなければならない内容
については，教科・科目の選択の犠牲とさせるのではな
く，授業という強制力のある場で落とし込み啓蒙すること
が必要であることはいうまでもないが，日本の実態はどう
か。
　日本では選択の犠牲になりがちな「地学」に関する内容
ついて，SVT では扱い割合の違いはあるもののカバーさ
れており，さらに環境という枠で括られるような内容も別
の必修教科の「科学の教育 ES」で扱われていた。
　また，社会課題が複雑化し変化する現代にあって，その
内容的なエッセンスをどう扱うか。例えば，日本学術会議
が指摘したように，微生物や感染症に関する問題では，現
状の枠組みや括り方では対応できていなかった。
　かつて，1990年代にはイギリスの「Human Biology」の
影響を受けたとされるヒトを中心とした生物学として「生
物Ⅰ A」が設置されたものの，低学力層や女子を中心に
選択された理科諸科目の選択の １ つにすぎなかった⒀。
　社会課題が複雑化し変化する現代にあって，その内容的
なエッセンスを高等学校の授業としてどう扱うか。例えば
必修の高校 1 年の SVT では，教科書による扱いのばらつ
きはありながらも，セクシュアリティを扱う事例や，農業
という視点で地学内容や生物内容を混在させて扱う事例を
見てきた。SVT（生命と地球の科学）という守備範囲が
広い教科という括り故，可能であったといえる。
　筆者は，物理について「物理の目標のありようとして打
ち出されるべき視点が，理科という傘の下にあることで打
ち出されないのであるとすると，後期中等教育段階である
高等学校での科目と教科の関係はそもそもどうあるべきだ
ろうか」角島（2023）⒁と問い，さらに生物について「理
科という教科の大枠として「探究の過程」を押す中に科目
として「生物」があることも，同様の問いを想起させる」
角島（2024）⒂と教科と科目の括りの問題提起をした。
　本報告においても同じ問題提起をせざるを得ない。
　社会課題が複雑化し変化する現代にあって，理科でこそ
扱うべき科学的な基礎的な記述を伴う内容を扱いきるため
の教科・科目の括り方はどうあるべきだろうか。

６ ．おわりに

　本報告での示唆は，SVT の全体的な特徴を概観しての
ものであり，単元の一つ一つについて十分に深められてい
るわけでもない。その作業は，各分野を専門とする研究者
に委ねたい。
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